
公益財団法人 福岡県産業・科学技術振興財団 
 

Ⅰ 法人の概要（令和 4 年 4 月 1 日現在） 

 1 所在地       福岡市早良区百道浜三丁目 8 番 33 号 

 2 設立年月日     平成元年 11 月 1 日 

 3 代表者       理事長 津田 純嗣（令和 4 年 5 月 31 日 就任） 

 4 基本財産      200,000 千円 

 5 北九州市の出捐金  2,343 千円（出捐の割合 1.2％） 

 6 役職員数 

  
人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員 14 人 0 人 0 人 14 人 

 
常 勤  1 人 0 人 0 人  1 人 

非常勤 13 人 0 人 0 人 13 人 

職 員 60 人 0 人 0 人 60 人 

 

Ⅱ 令和３年度事業実績 

公益財団法人福岡県産業・科学技術振興財団（ふくおかＩＳＴ）は、福岡県の産業構造の転換や

地域経済の活性化を目的に､平成元年 11 月 1 日に県の出捐により設立し、県内企業・大学等の基礎

研究から応用研究、実用化研究までを一貫して支援するとともに、これらの研究成果を地域産業に

展開することによって、その振興を図ってきた。 

≪各事業の概要≫ 

1 産学官連携・研究開発事業 

コーディネーターを活用し企業ニーズと大学や研究機関等の優れた研究シーズのマッチング

に積極的に取り組むとともに、国事業等を活用して新技術・新製品に繋がる産学官共同研究プロ

ジェクトを実施した。 

また、具体的な研究成果の発表会や展示会を通じて、企業の事業化への展開を図った。 

⑴ 産学コーディネートプログラム 

・産学コーディネート会議 5 回、プロジェクト研究会 190 回 

・コーディネート活動：競争的資金提案 41 件、採択 17 件 

⑵ ＩＳＴ研究開発ＦＳ事業：3 課題 

⑶ 国からの補助（受託）事業：戦略的基盤技術高度化支援事業（九州経済産業局） 

⑷ 成果の活用：事業化件数 2 件 

 

2 有機光エレクトロニクス関連事業 

有機光エレクトロニクス研究分野の産業化を図るため、基礎研究を行う九州大学ＯＰＥＲＡと

の連携関係を基に、有機光エレクトロニクス実用化開発センターを平成 25 年 4 月に開設した。 

⑴ 企業等との共同・受託研究：116件 

⑵ 有機ＥＬ分野参入促進支援補助金：3件採択 



⑶ 有機光エレクトロニクス産業化研究会：1回オンライン開催（参加者数72人） 

3 ロボット・システム開発関連事業（ロボット・システム開発拠点化の推進） 

⑴ 研究開発・製品化支援 

・経済産業省補助事業：戦略的基盤技術高度化支援事業 

⑵ 製品開発支援事業 

・令和3年度デジタル化関連製品開発支援事業：製品開発5課題 

・令和3年度ＤＸ共創事業実績：4課題 

⑶ 人材育成 

ロボットやシステム産業における新たなニーズに適応した製品やサービス開発を行う企業

に必要とされる技術人材を育成することを目指し、AIの活用やデータサイエンスなど企業ニ

ーズが高まっている分野を対象に、技術習得のための講座開発・実施に取り組んだ。 

また、オンデマンドで技術講座を受講できるオンラインカレッジプラットフォームを整備し

た。 

① システム構築技術講座   （延べ 175 名受講） 

② システム要素技術講座   （延べ 196 名受講） 

③ 基盤技術講座       （延べ 713 名受講） 

④ 公開オンラインセミナー   （延べ 676 名参加） 

⑷ ベンチャー育成・支援 

インキュベーション施設の運営、回路設計ラボ等による設計開発支援、開発資金支援を柱に

ロボット・システム関連ベンチャーの育成に注力した。 

① ロボット・システム開発センターの活用・運営 

・回路設計ラボ利用時間：2,744時間  

② 三次元半導体研究センターの活用・運営 

③ 社会システム実証センターの活用・運営 

⑸ 交流・連携促進 

国内の企業・支援機関との交流を促進し、福岡の拠点性の発信を行った。 

大規模展示会へ出展し、事業内容や成果の周知及び他団体との交流・連携促進を図った。 

 

4 Ｒｕｂｙ・コンテンツ関連事業 

福岡県Ｒｕｂｙ・コンテンツ産業振興センターを中核施設として、日本人が開発した生産性の

高いプログラミング言語Ｒｕｂｙによるソフトウェア産業の育成とゲームをはじめとしたコンテ

ンツ産業の振興を推進するとともに、研究開発、人材育成、ベンチャー育成支援、県内企業の交

流・連携などを総合的に支援し、Ｒｕｂｙ関連企業やコンテンツ産業の集積促進を図った。 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ 令和３年度決算 

１ 貸 借 対 照 表（総括表） 

令和4年3月31日現在（単位：円） 

科          目 当年度 前年度 増  減 

Ⅰ 資産の部     

 1 流 動 資 産 426,996,883 382,643,825 44,353,058 

   普通預金 171,621,828 121,895,147 49,726,681 

   未収金 249,165,460 245,523,688 3,641,772 

   前払金 6,209,595 15,224,990 ▲9,015,395 

 2 固 定 資 産 1,527,442,204 1,713,062,853 ▲185,620,649 

        ⑴ 基 本 財 産 200,000,000 200,000,000 0 

   有価証券 100,000,000 100,000,000 0 

   定期預金 100,000,000 100,000,000 0 

        ⑵ 特 定 資 産 16,506,528 15,799,245 707,283 

   敷金特定預金 16,506,528 15,799,245 707,283 

        ⑶ その他の固定資産 1,310,935,676 1,497,263,608 ▲186,327,932 

   建物 897,275,750 920,088,428 ▲22,812,678 

   建物付属設備 271,115,243 344,864,260 ▲73,749,017 

   構築物 8,171,728 15,204,376 ▲7,032,648 

   備品 122,284,598 203,696,463 ▲81,411,865 

   無形固定資産 2,610,356 3,848,080 ▲1,237,724 

   求償権 9,478,000 9,562,000 ▲84,000 

   投資有価証券 1 1 0 

資 産 合 計 1,954,439,087 2,095,706,678 ▲141,267,591 

Ⅱ 負債の部    

 1 流 動 負 債 302,636,802 315,987,193 ▲13,350,391 

   未払金 78,695,893 65,781,152 12,914,741 

   前受金 18,281,108 17,767,687 513,421 

   預り金 5,659,801 6,438,354 ▲778,553 

   仮受金 0 0 0 

   短期借入金 200,000,000 226,000,000 ▲26,000,000 

 2 固 定 負 債 26,427,628 26,005,645 421,983 

   預り敷金 16,949,628 16,443,645 505,983 

   求償権償却引当金 9,478,000 9,562,000 ▲84,000 

   長期未払金 0 0 0 

負 債 合 計 329,064,430 341,992,838 ▲12,928,408 

Ⅲ 正味財産の部    

 1 指定正味財産 200,000,000 200,000,000 0 

 （うち基本財産への充当額） (200,000,000) (200,000,000) （     0）

 2 一般正味財産   1,425,374,657 1,553,713,840 ▲128,339,183 

正 味 財 産 合 計 1,625,374,657 1,753,713,840 ▲128,339,183 

負債及び正味財産合計 1,954,439,087 2,095,706,678 ▲141,267,591 

 



２ 正味財産増減計算書（総括表） 

自 令和 3 年 4月 1 日 

至 令和 4 年 3 月 31 日 

（単位：円） 

科   目 当年度 前年度 増 減 

Ⅰ 一般正味財産増減の部 
 1 経常増減の部 

 
 
 

 
 

  経常収益 1,124,265,075 1,208,307,689 ▲84,042,614 

  経常費用 1,266,913,334 1,354,065,704 ▲87,152,370 

評価損益等調整前当期経常増減額 ▲142,648,259 ▲145,758,015 3,109,756 

当期経常増減額 ▲142,648,259 ▲145,758,015 3,109,756 

 2 経常外増減の部    

経常外収益 14,457,594 2,360,829 12,096,765 

経常外費用 148,518 88,843,931 ▲88,695,413 

当期経常外増減額 14,309,076 ▲86,483,102 100,792,178 

当期一般正味財産増減額 ▲128,339,183 ▲232,241,117 103,901,934 

一般正味財産期首残高 1,553,713,840 1,785,954,957 ▲232,241,117 

一般正味財産期末残高 1,425,374,657 1,553,713,840 ▲128,339,183 

Ⅱ 指定正味財産増減の部    

 当期指定正味財産増減額 0 0 0 

 指定正味財産期首残高 200,000,000 200,000,000 0 

 指定正味財産期末残高 200,000,000 200,000,000 0 

Ⅲ 正味財産期末残高 1,625,374,657 1,753,713,840 ▲128,339,183 

 

 

Ⅳ 令和４年度事業計画 

ロボット・システム関連事業に関して、これまでの｢シリコンシーベルト福岡プロジェクト(ＳＳ

Ｂプロジェクト)」により培ってきた半導体関連技術に、情報通信技術・ロボット分野等の先進的な

技術を融合し、ロボット・システム関連技術開発及び新分野の製品開発による新産業の創出を目指

す。また、産学官連携・研究開発事業では、産学官連携による研究開発プロジェクトを立ち上げ、

実用化を目指した研究開発を支援することによって、新技術・新製品の創出を図り、地域産業の振

興を目指す。 

有機光エレクトロニクス関連事業では、九州大学ＯＰＥＲＡをはじめ、北部九州に立地する 3 拠

点による広域連携体の組織力を活かし、実用化に向け基礎研究（ＯＰＥＲＡ）から応用研究（ＩＳ

ＩＴ（福岡市））、実用化開発研究（ｉ3－ＯＰＥＲＡ）まで、連携して取り組む。 

Ｒｕｂｙ・コンテンツ関連事業では、福岡県Ｒｕｂｙ・コンテンツ産業振興センターがバックア

ップすることで、研究開発、人材育成、ベンチャー育成支援、県内企業の交流・連携など総合的な

取組を推進し、Ｒｕｂｙ関連企業や、コンテンツ産業の集積促進を図る。 



Ⅴ 令和４年度予算 

１ 収 支 予 算 書  

自 令和 4 年 4 月 1 日 

至 令和 5 年 3 月 31 日 

（単位：千円） 

科   目 公益目的事業会計 その他会計 法人会計 

Ⅰ 一般正味財産増減の部    

1 経常増減の部    

 ⑴ 経常収益    

 基本財産運用益 0  197 

 事業収益 486,718  6,784 

 受取補助金等 746,805  0 

 受取負担金 0  0 

 投資有価証券受取利息 0  0 

 雑収益 0  0 

 他会計等繰入金 0  0 

経常収益計 1,233,523  6,981 

 ⑵ 経常費用    

 事業費 1,389,062  0 

 管理費 0  6,991 

 他会計等繰出金 0  0 

経常費用計 1,389,062  6,991 

評価損益等調整前 ▲155,539  ▲10 

当期経常増減額 ▲155,539  ▲10 

2 経常外増減の部    

 ⑴ 経常外収益 0  0 

 ⑵ 経常外費用 0  0 

 当期経常外増減額 0  0 

 他会計振替額 0  0 

当期一般正味財産増減額 ▲155,539  ▲10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅵ 役 員 名 簿 

令和 4 年 7 月 1 日現在 

役員の種類 氏   名 所      属 

理 事 長 津 田 純 嗣 （株）安川電機特別顧問 

専務理事 古 川 弘 信 （公財) 福岡県産業･科学技術振興財団専務理事 

理    事 土 屋 直 知 （株）正興電機製作所代表取締役会長 

〃 荒 牧 敬 次 （公財）九州先端科学技術研究所専務理事 

〃 江 副 春 之 （公財）北九州産業学術推進機構専務理事 

〃 間 野 彰 彦 （公財）飯塚研究開発機構専務理事 

〃 田 代 裕 靖 （株）久留米リサーチ・パーク代表取締役専務 

〃 山 田 真 治 （一財）九州オープンイノベーションセンター常務理事 

〃 池 田  章 （独）中小企業基盤整備機構九州本部長 

〃 初 田  寿 福岡県商工部長 

〃 櫻 谷 洋 一 福岡県工業技術センター所長 

〃 池 永 紳 也 北九州市産業経済局企業立地・農林水産担当理事 

〃 天 本 俊 明 福岡市経済観光文化局長 

監  事 清 水  剛 福岡監査法人代表社員公認会計士 

 


